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第１章　　研究概要
1-1　研究の背景と目的
1-2　ハノイにおける住宅の分類
1-3　研究の方法
1-4　論文構成
　　ベトナムの首都ハノイでは、近年の経済成長に伴う人口流入を背景に住宅需要の拡大が見
られる。80年代のベトナムにおける一人あたりの GDPは 100 ドル程度であったが、2008 年
には 1000 ドルを超え中所得者層の人口が増加した。人々の働き方、生活スタイルにも変化が
見られ、今後は住宅に求められる品質や性能の向上が予測される。しかし、現状の住宅生産シ
ステムには未成熟な点が残ると考えられ、現状の構法や建設作業従事者の技能レベル、建設材
料の供給体制の改善が必要と思われる。岡安らによる日韓ゼネコンを対象とした研究  ではベ
トナムの住宅生産システムに関して設計事務所の視点から論じられているが、そこでは住宅の
構法や生産組織の実態はほとんど明らかにされていない。本稿では、ベトナムで見られる住宅
の 4形式 ( 写真 1) のうち、ハノイのような高密度な都市部で最も多く見られる庶民住宅のペン
シルハウスを対象として、その生産システムの実態と住まわれ方の視点から、現状の課題と今
後の方策を明らかにすることを目的とする。
１－１　背景と目的
第1章　研究概要
写真 1-2-1. ビラ型住宅
写真 1-2-3. 高層集合住宅
写真 1-2-2. 農村住宅
写真 1-2-4. ペンシルハウス
写真 1-2-5. アパートメント
　ハノイとその近郊における住宅形式は大きく以下の５つに分類できる。
⑴ヴィラ型住宅：富裕層、中心部近郊に多く見られる。近年、大規模な住宅地の開発が行われ
ている。
⑵農村住宅：中心部から少し離れた郊外や田舎で一般的な住宅。
⑶高層集合住宅：中・高所得者層向けの高層集合住宅。近年、中心部の近郊にデベロッパーによっ
て多く建てられている。
⑷ペンシルハウス：中・高所得者層向けの庶民住宅。
⑸アパートメント：
１－２　ハノイにおける住宅の分類
第1章　研究概要
本研究では、ベトナムのハノイ市において、庶民住宅であるペンシルハウスの躯体施工を行う
非法人の職人集団である「躯体チーム」(5チーム)及び、住宅施工を行う施工会社(1社)、レン
ガやセメントなどの躯体材料の供給を行っている躯体材料業者(4人)、躯体以外の材料（サッ
シ、石膏ボード、断熱材、塗料、衛生陶器 etc...）の供給をしている材料業者（8品目）にヒア
リングを行い住宅生産の実態を把握した。施工現場の調査も行い、施工現場の実態やペンシル
ハウスの構法の把握を行った。またペンシルハウスの住まわれ方の実態を把握するために、ペ
ンシルハウスの住み手(10人)を対象にしたヒアリングを行い、住宅に対するニーズや、住宅に
発生している問題の把握を行った。さらに住人へのヒアリングの際には、住宅内の調査を行い
図面の採取、写真撮影を行い住宅の住まい方の把握を行った。
１－３　研究方法
第1章　研究概要
本論文は1章構成である(表1)。第1章では、研究の背景と目的を示した。第2章では、ペンシル
ハウスの住人10人を対象としたヒアリング調査(表2)に基づき、住宅に求められる要件や現在の
居室環境への不満を整理した。加えて、現地調査から実測に基づく図面を作成し、ヒアリング
結果と合わせて建設費用・建設時の留意点・室の使い方・居室環境への不満及びそれに対する
住民による改善手法の4つの観点で分析を行った。第3章では、躯体チーム・躯体材料供給業
者・その他の材料供給業者・法人化している施工会社を対象としたヒアリング調査(表3)を基
に、住宅生産システムの実態を把握した。ここで躯体チームとは、6～10人程度の職人で構成
される非法人組織であり、ペンシルハウスの躯体施工に関わる。加えて住宅建設現場における
現地調査により、住宅構法の現状を明らかにし、ヒアリング調査及び、現地調査を通じて得た
知見から、ペンシルハウス生産における課題を整理した。第4章では、3章までの結果を基に、
生産組織、構法の2点から今後の改良の可能性について考察した。具体的には、生産組織に関
して、住民の性能要求の高まり等を受けて、組織の整った施工会社の需要が高まると考えられ
ることから、そうした移行が起こった場合の躯体チームの役割や求められる条件について考察
した。構法面では、非焼成ブロックは製造時の環境負荷が低いことや、施工性において優位性
が高いことから、焼成レンガの代替材料としての非焼成ブロックの普及可能性について考察を
述べた。第5章では、第2章から第4章を通じて得た知見を整理し、今後の課題を示した。本研
究は、2015年9月及び12月、2016年2月及び9月にハノイ市およびその近郊で行った調査を基
にしている。
１－４　論文構成
第1章　研究概要
第２章　　ペンシルハウス居住の実態
2-1　住宅調査
2-2　住宅に対する住人の意識
　2-2-1　住宅の建設時に重要視した点
　2-2-2　住宅に対する不満な点
2-3　住宅の問題と住人による対策
　2-3-1　温熱環境
　2-3-2　結露
　2-3-3　漏水
　2-3-4　建物強度
2-4　小括
　
第 2章　ペンシルハウス居住の実態
写真 2-1　住人と住宅の概要
２－１　住宅調査
　住宅に求められる要件や現在の居室環境への不満を整理した。加えて、現地調査から実測に
基づく図面を作成し、ヒアリング結果と合わせて建設費用・建設時の留意点・室の使い方・居
室環境への不満及びそれに対する住民による改善手法の4つの観点で分析を行った。
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第 2 章　ペンシルハウス居住の実態
○ヒアリング対象
世帯主：Se 氏
年齢：32歳
職業：建設用鉄材の販売
出身地：フンイェン省
家族構成：３人（Se 氏、妻、娘）
○建物概要
建設年：1997 年
階数：４階
部屋数：3部屋
建築面積：38㎡
延べ床面積：約 130 ㎡
構造：RC造＋レンガ壁（二重積み）
○建設時の情報
設計者：Se 氏（セルフ設計）
施工者の探し方：知人の躯体チーム
材料の供給方法：施主支給
建設費：国から支給された？ 写真 d-1　住宅外観
図 d1-1　平面図
住宅 d1
2F1F 3F 4F
○住宅の概要
　この事例は４階建ての住宅に3人家族が住んでいる。以前は、３世帯が共同で生活をしていた。
階段室と水回りは敷地奥側に配置され居室は各階に 1部屋ある。1階は夫が経営している建設
用鉄材を扱う店舗 (写真 d1 -2)になっており、道路側の一部の天井が高くなっている。その為、
2階の居間は天井高が 1.9m程度と低く、閉鎖的な空間となっている ( 写真 d1-3)。3、4階に
は 1居室とルーフバルコニーがそれぞれあり、天井高は 3.2m程度となっている。3階の居室
には空調機が設置されている。キッチンは 3階のルーフバルコニーに設置されている ( 写真
d1-4)。ファサードは店舗の広告看板で覆われている。
○増築・改修
　数年前に 4Fを増築を行っている。またトタン屋根の増築を仕事のコネクションを使い専門
の職人に依頼して行った。
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写真 d1-3　リビング（2F）
写真 d1-4　屋根付きバルコニー（3F） 写真 d1-5　漏水による被害（3F）
○建設の際に重視した点
　風水師によって Se 氏の年齢や方位などを基に部屋の配置を決められた。ベトナムでは住宅を
プランニングをする際に風水師が介入することがある。
○住宅に対する住民の不満
　住人は室内の温熱環境に不満を感じており、改善の為に 3億ドンまでの費用を出す事ができ
ると述べていた。
○住宅性能・品質における問題点
　　結露：12月～３月に結露が頻繁に発生する。3階の壁面には結露によるカビやシミが　　
　　　　　確認できた
　　漏水：天井付近の壁面で漏水の跡が確認できた ( 写真 d1-5)。
○住民による工夫
・空調機が設置されている 3Fでは、空調負荷の軽減のために外壁面と窓ガラスに発泡マットを
貼り付け断熱性の向上を図っている ( 写真 d1-6)。それに加え、通気口をモルタルで塞ぐ事　で
気密性の向上を図っている ( 写真 d1-7)。
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写真 d1-6　発泡マットによる断熱（3F） 写真 d1-7　埋められた通気口（3F）
○ヒアリング対象
世帯主：Huo 氏
年齢：54歳
職業：会社員（人事部）
出身地：ハノイ市
家族構成：5人（Huo 氏、母、妻、息子２人）
○建物概要
建設年：2001 年
階数：４階
部屋数：７部屋
建築面積：55㎡
延べ床面積：約 195 ㎡
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図 d2-1　平面図
○建設時の情報
設計者：親戚の建築家
施工者の探し方：労務費の安いチーム
材料の供給方法：施主支給
建設費：350million ドン
土地：親から相続
構造：RC造＋レンガ壁（二重積み、一部一重）
住宅 d2
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3F
4F
B
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K
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WC
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12000 エアコン
○住宅の概要
　この事例は４階建ての住宅に 3人家族が住んでいる。階段室と水回りは敷地中央に配置され
居室は各階に 2部屋ある。1階の入り口付近にはキッチンとダイニングがあり、その奥には、
トイレと居室がある。2、3階には 2居室とトイレがある ( 写真 d2-1)。各居室には空調機が設
置されている。4階には仏間と柵で囲まれた屋根付きバルコニーがある ( 写真 d2-3)。ペンシル
ハウスは隣家と接している事から防犯上の理由から、屋上やバルコニーを柵で囲むなどの対策
がされる。また階段室の天井には換気用ファンが設置されている ( 写真 d2-2)。
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写真 d2-1　居室 (2F) 写真 d2-2　換気設備 ( 階段室 )
写真 d2-3　屋根付きバルコニー（4F）
○建設の際に重視した点
　仕事場との近さと、建設費の削減が重要視された。
○住宅に対する住民の不満
　住宅の配置が北向きで、開口が大きく取られているため冬は寒い
○住宅性能・品質における問題点
　　結露：１Fの床面や壁面でで頻繁に発生する。その他に、家具や階段の壁面や手すりで発
　　　　　生する ( 写真 d2-4)。しかし、Huo 氏は費用を出してまで改善するつもりはな　　
　　　いと述べた。
　　漏水：隣家解体時に隣家と接している外壁が損傷し雨水が侵入した。壁面にカビの被害が
　　　　　見られたが、対策は取られていなかった ( 写真 d2-5)。　
○住民による工夫
　結露対策としては、窓を閉め切ることで湿度の高い外気の侵入を防ぐといった取り組みが行
われている。1階の床材には吸湿性の高いタイルが使われているが、効果は小さく結露は発生
している。日射対策としては、屋根を二重屋根にしている（トタン屋根 +コンクリート陸屋根）
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写真 d2-5　漏水によるカビ (1F 壁面 )写真 d2-4　結露によるカビ ( 階段室 )
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写真 d3-1　住宅外観
図 d3-1　平面図
○ヒアリング対象
世帯主：Toさん
年齢：73歳
職業：元医師
出身地：ハノイ市
家族構成：5人 (To 氏、娘夫婦、孫２人 )
○建物概要
建設年：2000 年
階数：４階
部屋数：6部屋
建築面積：100 ㎡
延べ床面積：328 ㎡
○建設時の情報
設計者：知人の建築家
施工者の探し方：自分で探した
材料の供給方法：施主支給
建設費：不明
住宅 d3
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○住宅の概要
　この事例は 5階建ての住宅に 5人家族が住んでいる。延べ床面積は 328 ㎡で、調査した住
宅の中で最も大きい住宅である。階段室と水回りは敷地中央に配置され居室は各階に 2部屋あ
る。1階の入り口付近にはキッチンとダイニングがあり、その奥にはトイレと居室、車庫がが
ある。エントランス付近にある円柱 ( 写真 d3-2)は装飾であり構造柱ではない。娘の結婚記念
につけられたものである。2、3階には 2居室と各居室に隣接しているシャワールームとトイ
レが ある。各居室には大きな開口部が 2つ設けられており開放的な空間となっている。空調機
はすべての居室に設置されており、夏季の昼間に 2～3時間と就寝時に利用される。冬季は子
供部屋でのみ使用する。4階には仏間がある。階段室の上部には
　1,4 階の床材は表面が平滑なタイルで 2,3 階の居室の床材はフローリングである。
○増築・改修
　4階の増築を行っている ( 写真 d3-3)。その際、屋根をトタン屋根から陸屋根にした。その後、
トタン屋根を増築し二重屋根とした。またピロティを内部化することでエントランスホールの
拡張をした。
第 2章　ペンシルハウス居住の実態
写真 d3-2　装飾の柱 (1F キッチン ) 写真 d3-3　増築した仏間 (4F)
○建設の際に重視した点
　各居室に水回りを設けることや、採光を取りやすいように開口部を大きくするなどが重要視
された。
○住宅に対する住民の不満
　特になし
○住宅性能・品質における問題点
　　結露：床、壁に頻繁に発生する。フローリングや階段の木製手すり ( 写真 d3-4)、　　　　
　　　　家具なども結露する。また、居室の水回り側の壁面でも結露によるカビが確　　　　
　　　　認できた ( 写真 d3-5)。
○住民による工夫
　結露対策としては、窓を閉め切ることの他に、空調機の除湿機能を使用している。日射対策
としては、屋根を二重屋根にすることで室内への影響を減少させている。
第 2章　ペンシルハウス居住の実態
写真 d3-4　階段室の手すり (4F) 写真 d3-5　結露によるカビ (3F)
第 2章　ペンシルハウス居住の実態
○ヒアリング対象
世帯主：Hu氏
年齢：49歳
職業：タクシー運転手
出身地：ハンタイ省
家族構成：4人（Hu氏、妻、弟、息子）
○建物概要
建設年：2010 年
階数：４階
部屋数：4部屋
建築面積：27㎡
延べ床面積：約 130 ㎡
○建設時の情報
設計者：Hu氏（セルフ設計）
施工者の探し方：労務費が安いチーム
材料の供給方法：施主支給
建設費：5億ドン
図 d4-1　平面図
住宅 d4
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○住宅の概要
　この事例は４階建ての住宅に 4人家族が住んでいる。大通りから入り組んだ路地の奥に立地
しており、前面道路の幅員は狭い。階段室と水回りは敷地奥側に配置され居室は各階に 1部屋
ある。1階の入り口付近には自転車やバイク置き場があり、その奥にはリビングがある。2階
には 1居室とトイレ、シャワールームがある。3、4階には 1居室とトイレ、物置がある。3、
4階には屋根付きのバルコニーがあり洗濯物の干し場として使われている ( 写真 d4-1)。またト
タン屋根と陸屋根の隙間の空間には貯水タンクが置かれている。
第 2章　ペンシルハウス居住の実態
写真 d4-1　屋根付きバルコニー（4F） 写真 d4-2　居室（2F）
○建設の際に重視した点
　建設費の削減が重要視された。
○住宅に対する住民の不満
　外壁の３面が隣家と接しており、開口が１面しか取れないため夏場は熱がたまりやすいこと
　や、床が傾いていること、結露や漏水による壁面の汚れなどが挙げられた。
○住宅性能・品質における問題点
　　結露：1階のバイク置き場や階段室、3階物置の天井面と壁で結露によるカビの確認がで
　　　　　きた ( 写真 d4-3)。
　　漏水：隣家解体時の外壁損傷に加え、排水管の老朽化にる漏水の被害が確認できた。Hu　
　　　　　氏は壁面の汚れに対する不満はあるが、改善のために費用を出すつもりはないと述
　　　　　べた。
建物強度：建設費用を削減するために、基礎の鉄筋の数を減らした結果、基礎の強度が足りず
　　　　　建物が傾いている。壁や柱にヒビが確認できた ( 写真 d4-4)。
○住民による工夫
　結露・漏水・建物強度における問題点が多く見られたがそれらに対する対策は取られていな
かった。日射対策としては、二重屋根（トタン屋根 +コンクリート陸屋根）が見られた。
第 2章　ペンシルハウス居住の実態
写真 d4-3　結露によるカビ（3F 物置） 写真 d4-4　柱のひび割れ（4F 物置）
第 2章　ペンシルハウス居住の実態
○ヒアリング対象
世帯主：La 氏
年齢：67歳
職業：医師
出身地：ハノイ市
家族構成：5人（La 氏、妻、息子夫婦、孫）
○建物概要
建設年：2012 年
階数：5階
部屋数：4部屋
建築面積：73㎡
延べ床面積：約 368 ㎡ ( 事務所含む )
○建設時の情報
設計者：親戚の建築家
施工者の探し方：知人の躯体チーム
材料の供給方法：建築家が支給
建設費：25億ドン 写真 d5-1　住宅外観
図 d5-1　平面図
住宅 d5
○住宅の概要
　この事例は 5階建ての事務所兼住宅に 5人家族が住んでいる。ペンシルハウスが２棟建って
いた敷地に建てられた為、正方形に近い平面となっている。中央に吹き抜けがありトッップラ
イトから室内に光が届くようになっている。また吹き抜けにはブリッジがかかっており、部屋
を繋いでいる ( 写真 d5-2)。1階はバイク置き場となっている。2階にはキッチンとダイニング、
リビングと１居室がある。リビングは天井高が約 3.7mあることに加え、中央の吹き抜けと大
きな開口部から十分な採光がとれるため明るい空間となっている ( 写真 d5-3)。3階には 3居室
とトイレがある。4階には 1居室とランドリー、書斎がある。空調機はすべての居室に設置さ
れており、夏季の猛暑日の昼間と就寝時に使用する。冬季は使わない。5階は事務所となって
いる。事務所の壁はレンガ表しとなっている。床材には表面が粗いタイルが使われている。
　
第 2章　ペンシルハウス居住の実態
写 d5-3　リビング (2F)
写真 d5-4　レンガ表しの壁 (5F 事務所 )写真 d5-2　吹き抜け
○建設の際に重視した点
　室内を開放的な空間とすることが重要視された。その為に吹き抜け空間を介してトップライ
トからの光が各居室に届くように計画されている。
○住宅に対する住民の不満
　住人は室内の温熱環境に不満を感じている。夏季は西日による日射が室内温熱環境に影響し
やすい
○住宅性能・品質における問題点
　　結露：1階バイク置き場や階段室、2階リビングの床付近の壁で結露が頻繁に発生する ( 写
　　　　　真 d5-5)。　
　　漏水：階段室の壁面に漏水による膨れが確認できた。隣家解体時の外壁損傷が原因と考え
　　　　　らえられる ( 写真 d5-6)。　　　　　　
○住民による工夫
　結露対策としては、窓を閉め切ることの他に、空調機の除湿機能を使用している。
第 2章　ペンシルハウス居住の実態
写真 d5-6　壁の膨れ ( 階段室 )写真 d5-5　結露の様子（階段室）
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結露によるカビの発生
平坦なタイルに結露の発生
第 2章　ペンシルハウス居住の実態
写真 d6-1　住宅外観
図 d6-1　平面図
○ヒアリング対象
世帯主：Maさん
年齢：65歳
職業：商店の経営（元医師）
出身地：ハノイ市
家族構成：3人 (Ma さん、夫、娘）
○建物概要
建設年：1998 年
階数：4階
部屋数：3部屋
○建設時の情報
設計者：親戚の建築家
施工者の探し方：建築家の紹介
材料の供給方法：躯体チーム支給
建設費：2億ドン
住宅 d1
○住宅の概要
　この事例は４階建ての住宅に 3 人家族が住んでいる。階段室と水回りは敷地奥側に配置され
居室は各階に 1 部屋ある。1 階は Ma さんが経営する商店となっている ( 写真 d6-2)。敷地 2、
3 階には 1 居室と水回りがある。3 階の居室にのみ空調機が設置されている。空調機は Funiki
製品が使用されていた。安価で手に入れやすいことから、ベトナムでは人気がある。就寝時に
利用する。階段室と居室は外廊下で繋がっている (写真 d6-3)。床材には表面が平滑なタイルが
使われている。
○増築・改修
　配水菅の改修をこれまでに３回行っている。
７年前、4 階に仏間の増築を行った。施工を行った躯体チームは親戚の建築家に紹介してもら
った。6年前、建物全体の壁のモルタルの塗り替えを行っている。費用は3000万ドン程度である。
施工は躯体チームの職人に依頼した。 1 年前、トタン屋根の増築を行い水回り空間をつくった。
　
第 2章　ペンシルハウス居住の実態
写真 d6-2　住宅外観 写真 d6-3　外廊下
○建設の際に重視した点
　建設費の削減が重要視された。
○住宅に対する住民の不満
　住人はキッチンが狭いことなどの間取りに対し不満を持っている。加えて、冬季の温熱環境　、
　結露による被害に対する不満を持っている ( 写真 d6-4)。
○住宅性能・品質における問題点
　　結露：1階の床面、家具、階段室で結露が発生する。階段室の壁面で結露によるカビの確
　　　　　認ができた ( 写真 d6-5)。
　　漏水：隣家解体時の外壁損傷に加え、排水管の老朽化にる漏水の被害を階段室の壁面で確   
　　　　　認できた。
建物強度：増築された階段室に柱がないことが確認できた ( 写真 d6-5)。Maさんはベトナム　
　　　　では地震の発生が少ないことから建物強度に対する関心が少ないと述べた。
○住民による工夫
　日射対策としては　二重屋根（トタン屋根 +コンクリート陸屋根）が見られた。漏水対策と
しては、数年前に壁のモルタルが塗り替えられたが、壁面にカビが確認できた。定期的な塗り
替えが必要であると思われる。
第 2章　ペンシルハウス居住の実態
写真 d6-4　階段下にあるキッチン 写真 d6-5　柱がない増築部分
　　　　　　  結露によるカビ ( 階段室 )
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第 2 章　ペンシルハウス居住の実態
○ヒアリング対象
世帯主：To氏
年齢：34歳
職業：建材屋（To氏）、精肉屋（妻）
出身地：ハンタイ省
家族構成：4人（To 氏、妻、弟、息子）
○建物概要
購入年：2009 年、建設年は不明
階数：6階
部屋数：6部屋
建築面積：42㎡
延べ床面積：約 180 ㎡
○建設時の情報
設計者：不明
施工者の探し方：不明
材料の供給方法：不明
購入費：68億ドン
図 d7-1　平面図
住宅 d7
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○住宅の概要
　この事例は、2009 年に知人から購入した 6階建ての住宅に 4人家族が住んでいる。階段室
と水回りは敷地奥側に配置され居室は各階に 1部屋ある。階段室には収納スペースが設けられ
ており狭い敷地でスペースの有効利用が見られた ( 写真 d7-1)。階段室の天井部には換気用設備
が設置されている ( 写真 d7-2)。トップライトから採光をとることができ明るい空間となってい
る。1階は店舗となっている。2階にはリビングがあり、3階にはダイニングキッチンがある。
4階 5階が居室となっている。床材はフローリングが使われている ( 写真 d7-3)。家具にも木製
のものが使われており統一感がある空間となっている。また各居室にバスタブユニット付きの
水廻りが隣接している ( 写真 d7-4)。6 階にはランドリーと屋根付きバルコニーがある。
　
第 2章　ペンシルハウス居住の実態
写真 d7-2　換気設備
写真 d7-3　木製家具とフローリング
写真 d7-1　階段室の収納
写真 d7-4　バスタブユニット
○建設の際に重視した点
To氏は以下の点を重要視した。⑴木製インテリアの統一感⑵各室に水廻りを配置⑶建物の美観
　　　
○これまでに行った増築。改修
　配管設備の内部化工事を実施した。以前までは外壁に沿って配管がされていたが、隣家建築
時に内部化が必要となった。スペースがなかったためキッチンの壁に沿って配管がされている。
( 写真 d7-5)
○住人による工夫
日射対策として、シートを使った日射遮蔽が行われている ( 写真 d7-6)。木製フローリングと家
具の保護に加え温熱環境の改善が図られている。
第 2章　ペンシルハウス居住の実態
写真 d7-6　シートによる日射遮蔽写真 d7-5　室内化された配管
3000
7800
No8 　建築面積 30 ㎡
第 2章　ペンシルハウス居住の実態
○ヒアリング対象
世帯主：Tak 氏
年齢：49歳
職業：運転手（Tak 氏）、建材屋（妻）
出身地：ハノイ市
家族構成：4人（Tak 氏、妻、娘、息子）
○建物概要
建設年：1996 年
階数：2階
部屋数：2部屋
建築面積：30㎡
延べ床面積：約 42㎡
○建設時の情報
設計者：躯体チーウのタカ
施工者の探し方：不明
材料の供給方法：施主支給
建設費：不明
写真 d8-1　住宅外観
図面 d8-1　平面図
住宅 d8
2F1F
○住宅の概要
　この事例は 2 階建ての住宅に 4 人家族が住んでいる。基礎工事まで完了していた土地を購入
し家を建てた。土地代は 6000 万ドン / ㎡程度である。階段室と水回りは敷地奥側に配置され
居室は各階に 1 部屋ある。この住宅は大通りから細い路地に入り５分程度歩いたところに位置
する住宅でゲーテッドコミュニティの中に立地している (写真 d8-2)。敷地の手前には門が設置
されており居住者以外は入れなくなっている。大通りから離れた入り組んだ路地の中にはこの
ようなゲーテッドコミュニティが幾つか見られる。これより防犯に対する住人の意識の高さが
見られる。1F にはリビングとキッチンがある。キッチンは階段の下に設置されているため非常
に狭く使いづらい状態である (写真 d8-3)。２階には娘の部屋がある。
　住宅 d8 の調査を行った第２回調査 (2015 年 12 月 ) の時に隣の土地を買い、計 75 ㎡の土地
に新築の計画を立てていた。第４回調査 (2016年 9月 )の時には新築の住宅が工事中であった。
( 写真 d8-4、d8-5)
第 2章　ペンシルハウス居住の実態
写真 d8-2　ゲーテッドコミュニティ 写真 d8-3　キッチン (1F)
写真 d8-4　新築住宅の外観 写真 d8-5　工事中の様子
○建設の際に重視した点
　建設費の削減が重要視された。
○住宅に対する住民の不満
　住人はキッチンが狭いことなどの間取りに対し不満を持っている。加えて、夏季の温熱環境
に対する不満を持っている。
○住宅性能・品質における問題点
　　漏水：排水管の老朽化にる漏水の被害を階段室の壁面で確認できた。
建物強度：材料費を削減し梁の数を減らした結果、２階の床が傾くといった被害が生じた。
○住民による工夫
　温熱環境に対する対策としては　二重屋根（トタン屋根 +コンクリート陸屋根）が見られた。
空調機使用の際に消費エネルギーを軽減させるために通気口塞ぎ気密性を向上させるといった
取り組み (写真 d8-6)や、天井を断熱ボードに張り替える (写真 d8-7)などといった対策がとら
れていた。
 　結露対策としては、壁の仕上げ材には石灰を焼いたボイ ( 吸湿性が高い ) と呼ばれる材料が
を使割れている。
　漏水対策としては、カビが発生している壁面をクロスで覆うといった対策がとられていたが、
この手法は一時的な解決であって、被害を悪化させる可能性がある。
第 2章　ペンシルハウス居住の実態
写真 d8-6　埋められた通気口 写真 8d-7　断熱ボードの天井
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第 2 章　ペンシルハウス居住の実態
写真 d9-1　住宅外観
図 d9-1　平面図
○ヒアリング対象
世帯主：Tan さん
年齢：58歳
職業：軍人（夫）
出身地：フゲン省
家族構成：4人 (Tan さん、夫、娘 2人）
○建物概要
建設年：2000 年
階数：5階
部屋数：3部屋
建築面積：38㎡
延べ床面積：122 ㎡
○建設時の情報
設計者：躯体チームのタカ
施工者の探し方：知人の躯体チーム
材料の供給方法：施主支給
建設費：不明
土地代：3億ドン（知人から購入）
住宅 d9
2F1F 3F 4F
○住宅の概要
　この事例は、4階建ての住宅に4人家族が住んでいる。以前は近所の社会住宅で暮らしていた。
階段室と水回りは敷地奥側に配置され居室は各階に 1部屋ある。階段室は吹き抜けとなってお
り換気がしやすくなっている。階段室の天井部には換気用設備が設置されていたが、トタン屋
根を増築した際に取り外した ( 写真 d9-2)。1階は以前は飲食店として使われていたため、一部
の天井高が高くなっているため開放的な空間となっている ( 写真 d-3)。現在はリビングとダイ
ニングキッチンとして使われている。キッチンには換気設備が設置されている (写真d-4)。２階、
３階、４階には１居室づつある。
第 2章　ペンシルハウス居住の実態
写真 d9-2　換気設備が取り外された跡 写真 d9-3　天井高が高く開放的な空間 (1F)
写真 d9-4　キッチンの換気設備
○建設の際に重視した点
　室内を開放的な空間とすることが重要視された。それに加え、コストの削減が重要視された。
○住宅に対する住民の不満
　冬季の温熱環境に不満を持っている。
○住宅性能・品質における問題点
　　結露：1階床面と階段室で結露が頻繁に発生する。　
　　漏水：3階の天井や階段室でカビが確認できた。隣家解体時の外壁損傷が原因と考え　　
　　　　　らえられる ( 写真 2-1-3-6)。　　　　　　
○住民による工夫
　壁面のカビに対する対策としては壁のモルタルの塗り替えを 2、3年に１回行う。下地１回
塗り、ペンキ２回塗りが一般的で費用は 10oo 万ドン（5万ドン /m2）程度である。
　結露が原因でサビが生じた手すりは数年前に取替え工事が行われた。費用は 2000 万ドン程
度である。
　温熱環境に対する対策はトタン屋根の増築による二重屋根（トタン屋根 +コンクリート陸屋
根）がみられた。
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写真 d9-5　結露による天井のカビ 写真 d9-6　増築されたトタン屋根
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○ヒアリング対象
世帯主：タン さん
年齢：70歳
職業：機械の清掃員
出身地：ハノイ市
家族構成：5人（タンさん、夫、父、使用人）
○建物概要
購入年：2014 年
階数：6階
部屋数：3部屋
建築面積：52㎡
延べ床面積：約 152 ㎡
○建設時の情報
設計者：躯体チームのタカ
施工者の探し方：知人の躯体チーム
材料の供給方法：施主支給
建設費：6億ドン
土地：父親から相続
図　d10-1　平面図
住宅 d10
2F1F 3F 4F
○住宅の概要
　この事例は 3階建ての住宅に 5人家族が住んでいる。以前は 3世帯１０人で生活を送ってい
た。階段室と水回りは敷地中央に配置され居室は各階に 2部屋ある。1階は店舗となっている
1階の敷地奥側にはキッチンとダイニングがあり、その奥にはリビングがある。2、3階には 2
居室とトイレがある。2Fのトイレは段差があり、使い勝手が悪い ( 写真 d10-1)。各居室には空
調機が設置されている。夏季は就寝時に使用する。夏場の一月あたりの電気代は 250 万ドン程
度である。4階には屋根付きバルコニーが 2箇所あり、片方は洗濯場として使われ、もう一方
は物置として使われている ( 写真 d10-4)。階段室の天井部には換気設備が設置されている。ま
た天井にはシーリングファンが設置されている ( 写真 d10-3)。
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写真 d10-1　キッチン、ダイニング (1F) 写真 d10-2　トイレの段差 (2F)
写真 d10-4　バルコニーの使われ方写真 d10-3　シーリングファン（3F）
○建設の際に重視した点
　建設費の削減が重要視された。
○住宅に対する住民の不満
　2階のトイレの段差に対し不満を持っている。居室環境においては夏季の温熱環境、結露に
よる被害に対する不満を持っている。加えて、大通りに面しているため交通騒音に対する不満
が大きい。
○住宅性能・品質における問題点
　　結露：1階の床面、床付近の壁で結露が発生する ( 写真 d10-5)。
　　漏水：隣家解体時の外壁損傷に加え、排水管の老朽化にる漏水の被害を階段室の壁面で確   
　　　　　認できた ( 写真 d10-6)。
○住民による工夫
　日射対策としては　二重屋根（トタン屋根 +コンクリート陸屋根）が見られた。
結露対策としては、除湿機の利用や窓を閉め切るといった改善行動がとられていた。
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写真 d10-6　漏水によるカビ写真 d10-5　結露による塗装の剥がれ
　ヒアリングを行った住人１０人が住宅の建設時に重要視した点を表 2-2-1-1 に整理した。最
も多かったのがコストの削減である。住宅を建設する際にコストの削減を重視する施主が多く、
日本では一般的な防水、断熱工事などが十分に行われていない。住宅建設時の初期投資を低く
抑え、資金がたまり次第に設備の更新や増築・改修を行うといった傾向が見られた。
　ペンシルハウスは隣家と外壁が接している為、十分な採光面をとることができず、室内が暗
くなることが多い。その為、建設時に開口部を大きく、多く取ることを重要視した住人もいた。
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表 2-2-1-1　住宅の建設時に重要視した点
２－２　住宅に対する住人の要求
２－２－１　住宅の建設時に重要視した点　
　ヒアリングを行った住人１０人が持つ住宅に対する不満な点を表 2-2-1-2 に整理した。最も
多かったのが住宅内の温熱環境である。特に夏の暑さに対する不満が多く、それに対し住民に
よる対策も見られた。結露に対する不満も多かったが、それに対し費用を出してまで改善を試
みようとする住人はいなかった。狭い敷地に建っている住宅の場合、各機能に必要な広さを確
保できないことが多い。その為、間取りに対する不満も聞けた。具体的な例を挙げると、住宅
d６や d8ではスペース節約の為に、階段の下にキッチンが配置されており調理がしづらい状態
であった。
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表 2-2-1-2　住宅に対する不満
２－２－2　住宅に対する不満
　調査で見られた問題を表に 2-3 に示す。ここでは、調査であきらかになった住宅の問題のう
ち多く見られた温熱環境、結露、漏水、建物強度の４つの問題に着目し現状の整理とそれに対
する住人の対策について述べる。
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表 2-3　住宅の問題
２－３　住宅の問題と住人による対策
　ハノイのペンシルハウスでは、一般的に外壁や屋根に断熱材は使われない。その為、夏季に
外壁や屋根に対する日射の影響を受けやすく、温熱環境に不満を持つ住人は多くみられた。日
射の強いハノイにおいて最も多くみられた対策はトタン屋根＋RC屋根の二重屋根構造である。
トタン屋根の取り付け工事は低いコストで行うことができる為、ハノイの人々にとってはコス
トパフォーマンスが高いと考えられていると思われる。
　少数ではあるが、住宅の断熱性向上を試みている住人もいた。具体的には住宅d1では外壁や
窓ガラスに発泡マットを貼り付けることで断熱性を向上させる工夫が見られた。またd8では天
井を断熱ボードに張り替えるといった工夫が見られた。しかし、実際の効果は検証されておら
ず他の手法を検討する必要があると考えられる。
　また近年は空調機の一般家庭への普及が進んだ。建設経済研究所の調査によると、ハノイ市
における中・高所得者層において、94パーセント以上の家庭に普及しているとこが明らかに
なっている。今回の調査でもすべての対象住宅で空調機の設置が確認できた。空調機の普及に
伴い、省エネに関心を持つ住人が増えてきている。今回の調査でも空調機の電力消費を抑える
為に住宅の気密性を向上させる工夫が見られた。具体的にはd1、d8ではモルタル、発泡スチ
ロールを使い通気口をふさぐといった工夫が見られた。
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表 2-3-1　住宅の問題
２－３－１　温熱環境
 
3-2-2　結露
　ハノイは年中湿度が高く、冬季は気温が下がるため12月～3月の間、頻繁に結露が発生す
る。結露が発生する箇所を表2-3-2-1にまとめた。最も頻繁に発生するのは１Fの床である。ベ
トナムでは表面が平滑なタイルを使うことが多いため床面で結露が発生しやすく、ひどい時は
床が水浸しになることもある。また階段室でも頻繁に結露が発生しており、壁面に結露が原因
のカビが確認できた。階段室の上部に換気用のファンが設置されている住宅が多く、階段室は
湿った外気が通る道となるため結露が発生しやすいと考えられる。
しかしヒアリングの結果、結露の発生に不満を持っているが、お金をかけてまで改善するほど
のモチベーションを持ち合わせていない居住者が多かった。
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表 2-3-2-1　結露の発生箇所
表 2-3-2-2　結露の対策
２－３－２　結露
多くの住宅で天井、壁に漏水の被害が確認できた。漏水の要因は⑴隣家解体時における隣家と
接している外壁損傷による雨水の侵入、⑵配水管の老朽化、⑶屋根、外壁において防水工事の
未実施などが挙げられる。d9では漏水が原因で発生したカビやひび割れの対応として、2、3年
に一度の間隔でモルタルの塗り替えを行っている。塗り替えの費用は5万ドン/㎡程度である。
　前述した通り、住宅建設の際に最も重要視する点に建設コストの削減が挙げられる。住宅d4
では労務費の削減が難しいことから、建設コストを減らすために材料費を削減した結果、竣工
から5年で基礎の沈下、床の傾斜といった問題が生じた。しかしそれに対する対応は取られて
いなかった。ベトナムでは地震の発生が少ないことから建物強度に対する住人の関心は少ない
ことが考えられる。住宅d8では、間口方向の梁を減らした結果、二階の床が傾いた。それに対
し、梁の増築といった対応がとられていた。
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表 2-3-2-1　漏水の原因
２－３－２　漏水
２－３－４　建物強度
　2章では、住人に対するヒアリングと住宅調査をもとにペンシルハウスの居住の実態が明ら
かになった。
　住宅を建設する際にコストの削減を重視する施主が多く、日本では一般的な防水、断熱工事
などが十分に行われていない。住宅建設時の初期投資を低く抑え、資金がたまり次第に設備の
更新や増築・改修を行うといった傾向が見られた。
　住宅調査から、室内の温熱環境、結露、漏水、建物強度の４つの問題が確認できた。特に夏
季における室内の温熱環境に対する住人による対策がとられていた。しかし誤った手法や、効
果が不明な手法がとられていることも明らかになった。
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２－４　小括
第３章　　ハノイにおける庶民住宅生産の実態
　3-1　ペンシルハウス生産
　3-2　躯体施工組織の実態
　　3-2-1　躯体チームの概要
　　3-2-2　職人の概要
　3-3　ペンシルハウスの構法
　　3-3-1　ペンシルハウスの構成
　　3-3-2　躯体工事
　　3-3-3　専門工事
　3-4　材料の調達
　　3-4-1　躯体材料供給業者に対する調査結果
　　3-4-2　材料供給業者に対する調査結果
　3-5　ペンシルハウス生産を取り巻く課題の整理
　
　　　生産体制、躯体施工組織、ペンシルハウスの構法、の把握を行うことを目的とする。
調査概要
３－１　ペンシルハウスの生産
　
　ハノイ市およびその近郊の非法人の躯体施工組織である躯体チームのリーダー５人と法人化
した施工会社の経営者１人を対象としたヒアリング調査を行った。躯体チームと施工会社の双
方にヒアリングを行うことで比較を行った。さらに、施工現場４箇所で調査を行った。
躯体施工組織の調査方法
　
　ヒアリング調査では表3-1の調査項目について聞いた。組織体制に関しては、チームの構成
やスタッフ数、契約方法、施主の探し方などの詳細を把握した。仕事内容に関しては、施工の
範囲や施工方法、工期の算出方法、保証内容などの詳細を把握した。施工現場調査では使用さ
れている道具や型枠の種類、施工現場の衛生環境の把握を行った。
躯体施工組織の調査内容
表 3-1　ヒアリング調査の質問項目
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⑴組織体制
・チーム構成、スタッフ数、年間新築棟数
・職人の育成方法、経歴待遇、商圏範囲
   契約方法、施主の探し方
⑵仕事内容
・施工の範囲、施工方法、部材の寸法
・道具、型枠の種類、コンクリートの調合
・工期、坪単価、売り上げ、保証内容施工会社 b1 ハノイ市
所在地 調査項目
a1 ハノイ市
a2 ハノイ市
a3 ハノイ市
a4 ハノイ市
a5 フンイェン省
対象
躯体チーム
　
　ハノイにおけるペンシルハウス生産方式を図3-1-aにまとめる。　ペンシルハウスの躯体施工
のほとんどが6～10人程度の職人で構成される非法人組織「躯体チーム」によって行われる。
一方、郊外に多く見られるビラ型の住宅は法人化した施工会社が施工を行うことも多い。
　ペンシルハウスの建設は、躯体工事、専門工事ごとに施主が契約を行う分離発注方式が一般
的であり、材料の支給は施主が行う。ペンシルハウス生産において分離発注方式が用いられて
いる理由としては、以下のようなものが挙げられる。
・施主が材料の支給、各工事の契約を行うことで工事費の削減が可能となる。
・建設費が不透明な点
・悪質な材料を使用されるリスクが高い。
a.　分離発注方式
図 3-1-a　分離発注方
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サッシ業者
塗料業者
設備業者
　材料の指定
　材料の注文
　躯体工事の発注
　契約
　業務
施主
・プランニング
・現場管理
・コスト管理
・各種契約
躯体チーム
施工範囲
基礎、配筋、型枠、打設、
レンガ、左官、タイル工事
躯体材料業者
・工場に材料注文
・現場への材料運搬
・土工事、解体工事
サッシ工事 躯体工事
仕上げ工事
屋根工事
・・・
現場の監督
運搬
タカ：リーダー(現場管理＋工事)
　　　　　　日給20～30万ドン
チン：職人　(工事)
　　　　　　日給20～25万ドン
タフー：(簡易工事＋雑事)
　　　　　　日給12～20万ドン
 ビラ型の住宅の施工をする施工会社b1では、受注する仕事の7割が、プランニングやコスト管
理、現場監督、材料の調達、サッシや塗装などの専門工事の契約も施工会社b1が行う一式請負
方式（図3-1-b)である。
　施工会社b1は設計、構造設計、施工監理を行う社員10人で構成されており、躯体工事は下請
けの躯体チームが行う。下請けのチームを１０チーム程度抱え込み、職人への技術指導、道具
の貸し出しなどを行っている。　
b.　一式請負方式
図 3-1-b　一式請負方式
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・・・
材料運搬
サッシ工事
躯体工事
仕上げ工事
現場監督
サッシ屋
躯体チーム
塗料屋
　契約
　業務
　現場
施主
施工会社
・プランニング・現場管理
・コスト管理・各種専門工事契約
躯体材料業者
・現場への材料運搬技術指導
道具の貸し出し
　調査を行った躯体チーム・施工会社の概要を表3-3-1に示した。
　チームa3、a4のリーダーは大学での建築に関する専門教育を受けていない。チームa3のC氏
は中学卒業後にタフーとして住宅施工に従事し始めた。チンを経験したのちに、タカに必要と
される能力と施主とのコネクションを取得したのちに独立した。チームa5のHo氏は、図面の理
解や工程の把握などがタカに必要な能力であると述べた。また、これらの能力を身につけるに
は10～12年かかると述べた。チームa2のT氏は高校卒業の直前で兵役の経験がある。兵役後に
チンとして建設現場で働き出しその後半年後にタカとして独立した。チームa1のH氏と施工会
社施工会社b1のL氏は建設大学を卒業している。H氏は卒業後、工場の建設工事に従事し数年後
に独立した。L氏は大学在学中に、設計会社で設計の実務経験をしている。大学卒業後は研究
室の助手を務め、トリノ工科大学への留学をしている。その後、学生時代の友人４人と設計事
務所を始めた。
a. リーダーの経歴
３－２－１　躯体チームの概要
３－２　躯体施工組織の実態
表 3-2-1　躯体チームの概要
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Hu氏 (27)
タンビン省
スタッフ数 年間新築　施工棟数
Tu氏 (44)
バクニン省
Chi 氏 (38)
ナンビン省
Chu 氏 (32)
プートア省
Ho氏 (46)
フゲン省
L氏 (42)
ハノイ市
チーム
　a1
チーム
　a2
チーム
　a3
チーム
　a4
チーム
　a5
施工会社
　  b1
氏名・年齢
　出身地
リーダーの
  業務内容
   （ 職種）
労務費単価( ドン / ㎡ ) 保証の有無保証期間 対象の経歴
12 人
15 人
8人
7人
6人
10 人
3棟
8棟
5棟
2棟
4～5棟
20 棟
90 万
90～120 万
90 万
110 万
80～110 万
200～500 万
（材料費込み）
保証なし
保証なし
3～12 ヶ月
契約書に記載
6ヶ月
工 事 費 の 5%を保証金として 2 年間受け取らない
施工不備か材料の欠陥かによって保証内容が変化する
ハノイ建設大学卒業→施工会社勤務→26 歳で独立
高校在学中にタフーを経験→兵役→タカになり独立
中学卒業→タフー、チンとして建築施工に従事→38 歳でタカになり独立
中学卒業→木材の販売→タフー、チンとして建築施工に従事→27 歳でタカになり独立
中学卒業→服飾系の仕事→タフー、チンとして建築施工に従事→32 歳でタカになり独立
建設大学在学中に施工会社で設計・現場管理の実務を経験→海外留学→建設大学助手→29 歳で住宅施工会社を設立。
 施工管理
(ニャータウ )
 施工管理
(ニャータウ )
施工管理
工事作業    
   ( タカ )
経営者   
施工管理
工事作業    
   ( タカ )
施工管理
工事作業    
   ( タカ )
　躯体チームの年間新築棟数は2～8棟と複数現場を同時進行できるチームとそうでないチーム
で差が見られた。チーム,a2,a3には複数のタカがいるため複数現場を同時に進行することが可
能であるため、新築棟数は5～8棟と多くなっている。
c. 年間新築棟数
　各チーム、施工会社の工期の算出方法を表3-2-1-bにまとめる。工期の算出方法は躯体チーム
はコンクリートの打設から脱型までの期間や1フロアあたりの工期を大まかに計算し全体の工
期の算出をしている。一方、施工会社では人工計算がされている。また施工会社の下請けをし
ているa5も人計算を行っていた。
b. 工期の算出方法
　雨漏りや躯体のひび割れなどの欠陥に対する保証の有無、内容は各チームによって異なる。
チームa1、a5では施主が支給する材料に欠陥が多いことなどの理由から、躯体の欠陥に対する
保証はされない。保証があるチーム、施工会社では保証内容や期間に関する契約書を作成す
る。保証期間は3ヶ月～1年程度である。施工会社は1～2年間の躯体欠陥に対する保証を行う。
d. 保証内容
表 3-2-1-b　工期の算出方法
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a1 a2 a3 a4 a5 施工会社b1
工期の
算出方法
10日～15
日/階
打設後から脱型
の期間から算出 14日/階
人工計算
3.5人工/㎡
打設後から脱型
の期間から算出 人工計算
　躯体チームの施工の受注方法は施主との直接契約による受注と施工会社や大規模な躯体チー
ムの下請け受注に分けられる。タカが独立して間もないチームは施主を探すことが困難なこと
や資金力がないことから下請けの受注が多い傾向にあるとチームa1のHu氏は述べていた。下請
けの躯体チームは施工会社からの道具の貸与、施工技術指導、施工管理などの支援を受けるこ
とができる。資金力や施主とのコネクションを得るうちに、チームのリーダーさらにであるタ
カが直接契約を結ぶようになる。さらに組織の規模が大きくになるにつれて複数の現場を同時
にに進行することが可能となると、リーダーの業務は現場での工事と施工管理を行うタカか
ら、現場での工事を行わず、施工管理と施主と契約のみを行うニャータウへと移行していく傾
向にある。
e. 契約方法
表 3-2-1-e　契約方式
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チーム a1 a2 a3 a4 a5
受注方法 直接契約下請け 直接契約 直接契約 下請け 直接契約
　表3-2-1-fに各チーム・施工会社の労務費を示す。躯体チームの躯体工事の労務費は、80～
120万ドン/㎡程度である。敷地の形状や広さによって面積に対する柱、壁の量が増えることか
ら労務費に幅が見られる。労務費の支払いは2～5回程度に分けて行われる。チームa2では材工
一式（材料費＋労務費）での受注の経験があり、費用は480万ドン/㎡程度となっている。
　施工会社b1における材工一式での費用は200～500万/㎡となっている。費用に幅が見られる
のはハノイ中心部の地盤は弱く地盤改良が必要となることが多いことから、敷地条件によって
は杭工事や基礎工事費用に大きな変動が見られる為である。
　支払いの時期は各チームごとに決められており、各工程の工事完了時に決められた割合を支
払われることになっている。チームa2、a4では躯体欠陥に対する保証金として工事費の5%を2
年後に受け取る。
ハノイで材工一式での住宅生産が行われない理由としては、施主にとっては材料費削減のため
に悪質な材料が使われるリスクが高い点、施工者にとっては材料費の回収が困難なことが挙げ
られる。施工会社b1では工事の出来高によって労務費の支払いが行われるBQ方式を用いること
で双方のリスク軽減が図られていると考えられる。
f. 労務費
表 3-2-1-f　労務費と支払い時期
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労務費
基礎工事後 25% 着工２日後 10% 竣工時 25% 躯体工事後 70% 躯体工事後 50% 基礎工事後 25%
躯体工事後 25% 打設工事後 40% 保証金 5% 竣工時 30% 左官工事後 25% 躯体工事後 25~50%
左官工事後 25% 躯体工事後 20% 竣工時 20% 竣工時 25~50%
竣工時 25% 保証金 5%
BQ方式
90～120万ドン/㎡90万ドン/㎡ 90万ドン/㎡ 110万ドン/㎡ 80～110万ドン/㎡
200~500万ドン/㎡
材料費込み
　躯体チームの職人の分類を表3-2-2に示す。工事作業に加え施工管理や施主との契約を行う
リーダーのタカ、一般的な工事を担当するチン、簡易的な作業や雑事を行うタフーの3職種で
構成されている。ハノイ市内のチームは、現場で生活をしながら工事を進めることもあり、炊
事洗濯などの雑事はタフーが行う。チームa1のHu氏やチームa2のTu氏の様に、現場での工事
は行わず、複数の躯体チームを率いて現場の施工管理のみを行う主体はニャータウと呼ばれ
る。
　職人の賃金は、タカが日給20～30万ドン、チンが20～25万ドン、タフーが12～20万ドン程
度である。賃金の支払い方法はチームごとに決められており、a2では、給料の80%を月末に支
払い、年末に残りが支払われる。施主からの労務費の支払いが遅くなる場合は、タカが立て替
える。またa3では不定期に支払われることが多い。職人の出勤確認や賃金の支払いはタカが行
う。
３－２－２　職人の概要
b. 職人の給料
a. 職人の分類
表 3-2-2　職人の分類
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名称 概要
タカ
(Tho Ca)
チームのリーダー。工事作業に加え、施工管
理、契約などを行う。日給20～30万ドン程度。
チン
(Tho Chinp)
一般的な工事を行う作業員。日給は20～25万ド
ン程度
タフー
(Tho Phu)
簡易的な作業や雑事を行うお手伝い。若者や女
性、年配者が多い。日給12～20万ドン
ニャータウ
(Nha Tau)
複数の躯体チームを束ねる職種。現場での工事
作業は行わず施工管理、契約のみを行う。
　躯体チームは職人全員が基礎、配筋、型枠、打設、レンガ、左官、タイルの施工を行う。施
工会社b1では特殊な工事（RC打ち放しなど）に限り、専門のチームを編成し施工を行う。a3
のChi氏は簡易的な設計を行うこともあるが、設計図を作成せず施工を行うと述べていた。近年
はレーザー計測計や打設時のバイヴレーターの使用など機械化が進み、施工の効率化や精度の
向上が見られた。
d. 職人の施工範囲
　職人はハノイ周辺の農村出身者が多く、チーム内には同郷者が集まる傾向にある。チームa4
のCh氏は出身地によって得意な工事が異なり職人同士で技術指導が行われていると述べた。近
年では建設現場での作業を敬遠する若年層が増えている。そのため、若年層の職人が減少傾向
にあり、チームa5のHo氏は職人の高齢化を問題視していると述べた。職人は専門学校を出てる
ものがほとんどいない。チームa2のH氏は専門学校に通うよりも現場で作業をが効率よく施工
の技術は向上すると述べている。チームのメンバーは固定されていることが多いが繁忙期には
チーム間で職人の派遣が行われる。
c. 職人の集め方
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３－３　ペンシルハウスの構法　
３－３－１　ペンシルハウスの構成
　ペンシルハウスの構成を図3-3-1に示す。ペンシルハウスは間口が3～5m程度、奥行きが10
～15m程度の細長い敷地に建つ、3～4階程度のRC柱梁構造の住宅である。隣家と外壁が接し
ており、高密度な都市を形成している。階高は3.2～3.7mが一般的である。夏季のハノイは猛
暑となるため、温められた空気を天井に逃がせる様に、日本の住宅と比べて天井が高くなって
いる。部材の寸法は5チームとも近い値の寸法が用いられていた。部材の寸法は、柱：220mm
角、床：100～120mm、梁：350～400mm,壁の厚さ：220mm程度、かぶり厚さ：20～
25mmが一般的である。柱の寸法は、壁の厚さと揃うように決められる。柱は敷地奥行き方向
に向かって4500mm程度の間隔で配置される。施工会社b1のみ構造設計を行い部材の寸法を決
めている。
図 3-3-1　ペンシルハウスの構成
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10~15m
3~5m
梁幅 :220mm
梁成 :350～400mm
柱 :220mm角
柱間隔 :4500mm以内
壁：レンガの組積
厚さ：220mm
（レンガ２枚分）
３－３－２　躯体工事工程
a. 基礎工事
ハノイの地盤は弱く、地盤改良が必要な場合が多い。地盤調査と杭工事が義務つけられている
が、尊守されていない。土工事は躯体材料業者が行い杭工事は躯体チームが行う。チームa4で
は基礎工事の工期は12日程度である。工期の計算は人工計算で算出される。
写真 a-1　基礎工事の様子
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b. 型枠・配筋工事
　型枠は鋼製と木製のものがある(写真b-1,2)。ほとんどのチームは部材ごとに使い分けをして
おり、柱には鋼製型枠、床・梁には木製型枠を使用していた。ハノイ中心部の躯体チームは型
枠の保管場所がないためリース型枠を使用することが多い。木製型枠のリース料金は延べ床面
積あたり7万ドン/㎡程度である。床の型枠は合板や木板で塞いだあと堅木の支保工で支える(写
真b-3)。型枠に生じた隙間はシートで目張りする。また木製型枠は、ささくれや亀裂が入って
いるものが多く使用されている。
写真 b-1　木製型枠
写真 b-3　床の型枠支保工
写真 b-2　鋼製型枠
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c. 配筋・打設工事
写真 c-3　小型ミキサー 写真 c-4　脱型後のコンクリートに付着するシート
写真 c-2　鉄筋を曲げるときに使う写真 c-1　釘が打ち込まれている板
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　鉄筋は釘が打ち込まれた板(写真c-1)や写真c-2のような鉄製の台の突起部に引っ掛けて曲げ
る。柱と梁は別々にコンクリートを打設し、床と梁は同時に打設し一体化させる。柱には現場
練りコンクリート、床・梁には既調合コンクリート(生コン)が使われることが多い。生コンは
15年程前から使われ始めているが、前面道路幅が狭い敷地ではミキサー車が進入できず、使用
することができない。現場練りコンクリートの調合は小型のミキサー(写真c-3)を使い砂・石・
セメントを大体の比率で混ぜる。スランプ試験等は行わない。かぶり厚さはセメントの塊を型
枠と鉄筋の間に挟み込むことで確保する。脱型後のコンクリートに隙間の目張りに使ったシー
トの切れ端が混入することがある.。
写真 d-1　穴あきのレンガ 写真 d-2　穴なしレンガ
写真 d-3　レンガの組積工事 写真 d-4　断熱材の使用事例
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d. レンガ組積工事
　外周壁は一般的に、幅110mmのレンガを2重に積み作られるが、近年では室内面積を広くす
る為に、1重に積まれる。梁幅は壁の厚さに揃えられ、220mmにされることが多い。穴あきの
レンガ(写真d-1)は間仕切り壁や外壁の方持ち部分に使われることが多い。外壁には穴なしのレ
ンガ(写真d-2)が使われることが多い。
　一般的なペンシルハウスにおける断熱材の使用は見られないが、建築家による取り組みとし
てレンガの間に発泡系断熱材を挟み込み使用している事例が確認できた(写真d-4)。施工会社b1
のL氏はコストを上乗せすれば、断熱工事を行う事は可能であると述べた。
写真 e-1　左官工事の様子 写真 e-2　床に使われるタイル
写真 e-3　足場
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e. タイル・左官工事
　壁面は20mm程度のモルタル下地にペンキやタイルで仕上げる(写真e-1)。現場ごとに左官の
精度に差が見られた。タイル工事は躯体チームが行う。床材には表面が平滑な陶器タイルがよ
く使われる(写真e-2)。足場は壁面のレンガを数カ所抜き、そこに堅木を差し込み板を敷くこと
で作られる(写真e-3)。
３－３－３　専門工事
　専門工事の概要を図4に示す。専門工事は一般的に各材料供給業者が材工一式で行う。施工
は専門の職人が行う。
a. サッシ工事
　90年代は木製サッシが主流だったが、近年アルミサッシが使われる。サッシ工事は専門の職
人が現場で開口部を採寸し、メーカーから取り寄せたガラスとサッシの部品を工場で加工する
(写真a-1)。工期はサッシ制作が10日程度である。ビル型の建築の場合は1ヶ月程度である。取
り付け工事は2週間程度である。費用は工事費込みで2億ドン程度である。アルゴンガスを密封
したペアガラスやLow-eガラスなども取り扱っていた。Low-eガラスの価格は普通ガラスの３倍
程度である(写真a-2)。
写真 a-1　レール切断の様子 写真 a-2　Low-e ガラスと普通ガラス
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３－４－４　施工現場の安全衛生環境
　　施工現場の資材や道具は整理されておらず、衛生的に劣悪な環境であった。施工現場にお
ける安全意識は非常に低く、服装は軽装でヘルメットの着用は見られなかった。施工現場の安
全衛生性の改善が必要であると考えられる。また職人のほとんどが保険に加入していない。
b. トタン屋根工事
　RC 屋根は躯体チームが施工し、トタン屋根は鉄屋 ( 写真 b-1) が施工をする。骨組みは屋上
で組み立てられる。骨組みは溶接で接合される。工事の費用は材料費込みで 1000 ～ 3000 万
ドン程度である。工期は職人 3人で 3日程度である。
写真 b-1　トタン屋根写真 b-1　鉄屋の外観
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３－４　材料の調達
　
　　ペンシルハウスの建設時における材料の調達の実態を明らかにする。
調査目的
　
　ハノイ市およびその近郊の躯体材料供給業者4人とサッシ、石膏ボードなどその他の材料供
給業者7人を対象としたヒアリング調査を行った。
調査方法
　
　ヒアリング調査では表3-4の調査項目について聞いた。組織体制に関しては、業務内容や売
り上げなどの詳細を把握した。材料に関しては、扱っている材料の種類や価格、寸法、規格の
有無などの詳細を把握した。
調査内容
表 3-4　ヒアリング調査の質問項目
⑴組織
・業務内容、売り上げ、扱う建物
・スタッフ数、売上高、経営者の経歴
⑵材料・住宅設備
・取り扱っている材料、価格、寸法、材料
   の規格
・保管方法、在庫量、材料の仕入れ方法
・支払い方法、契約書の有無、保証の有無
・材料の売れ行き
⑶施工
・施工方法、工期、費用、施工者
⑷運搬
・運搬の方法、費用
調査項目所在地対象
c1 ハノイ市
c2 ハノイ市
c3 フンイェン市
c4 フンイェン省
サッシ ハノイ市
衛生陶器 ハノイ市
タイル ハノイ市
水回り設備 ハノイ市
断熱材 ハノイ市
石膏ボード ハノイ市
塗料 ハノイ市
躯体材料
供給業者
その他の
材料供給業者
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　前述した通り、躯体材料は施主支給が一般的である。躯体材料の調達は街中に点在する法人
化されていない材料供給業者を介して行われる。表3-4-1にヒアリングを行った材料供給業者の
概要を示す。
　
３－４－１　躯体材料供給業者に対する調査結果
対象 スタッフ数 扱う材料 年商 土工 特記
C1 作業員：10 人 360 億ドン
200～300
億ドン
1000~2000
億ドン
レンガ、砂、石、
水道配管、電気線、
木製型枠
運搬は荷車を使い人力でされるこ
とが多い。運搬費は 1万～2万ドン
/回。自動車を使用する場合は 25
万ドン
住宅以外にも、学校や飲食店建築
にも材料の供給をしている。
材工一式での仕事が増えている。
費用は 4.1 ～ 4.2 ミリオン／㎡。
国の認定業者。公共建築に材料の
共有を行っている。自社の小規模
な工場で CBの製造を行っている。
セメント、鉄筋、
レンガ、砂、石
セメント、鉄筋、
レンガ、砂、石
セメント、レンガ、
砂、石、コンクリー
トブロック
作業員：50 人
事務員：5人
作業員：20 人
C2
C3
C4
表 3-4-1　躯体材料供給業者の概要
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躯体材料業者 c1
・組織体制
　業務内容は材料の販売と運搬に加え、解体工事土工事を行う。躯体工事は行わない。材料は
工場やメーカーから仕入れる。運搬屋、解体、土工事要員のスタッフが８名いる。店舗に常駐
し契約や販売はHoさんが行う。C1のような躯体材料供給業者はハノイ市内に点在している。
年間売り上げは約 360 億ドン。月毎の変動はあるが平均月に 30億ドン程度を売り上げる。
・材料
　取り扱っている材料と価格を表 3-4-1 に示す。レンガ、砂、石、水道配管、ケーブル（電気
工事）、木製型枠を取り扱う。レンガの価格は 1500 ドン /個、セメントの価格 1600 ドン
/kg。業者によって材料の値段は変化する。材料自体の値段にほとんど変わりはないが、材料メー
カーや工場からの運搬にかかる費用に依存している。３年前は鉄筋も扱っていたが、店舗は入
り組んだ路地の中に位置しており搬入が困難であることに加え、保管場所が不足したため取り
扱いをやめた。店舗に材料の在庫があり店舗に来た客はその場で材料を購入することができる。
材料の保管方法は杜撰で、店舗の前面道路に野ざらしで置かれている ( 写真 c1-2)。
・取引
　取引相手の多くは一般人である。少数ではあるが業者との取引も行う。一般人との取引の場
合はの現金での支払いが一般的である。業者の場合は月払いも可能である。
施主は直接工場から材料を仕入れることも可能だが、施工現場に保管場所がないといった理由
から街中に点在する材料業社を介して材料の調達を行う。住宅を建てる際には、まとめて注文
を受けて数回に分けて運搬を行う。契約書の作成を行う ( 写真 c1-4) 市場によって価格が変化
すると決めておく。層毎に価格を決めて、同じ層の材料は同じ価格で毎日持って行く。
・運搬
　運搬費は運搬回数で計算される。運搬は荷車を使い人力で行われる ( 写真 c1-5.6)。15000
ドン（近い片道 20分くらい）～20000 ドン（遠い片道 30分くらい）/回。運搬時間（20分～
30分）によって価格が変化する。自動車を使用する場合は 25万ドン（範囲は７km以内）。一
度の運搬で 3㎥まで運搬が可能である。材料は数回に分けて施工現場に運搬される。施工現場
敷地が置き場のない小窮地の場合、材料の運搬は毎日行う場合も多い。
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写真 c1-1　店舗外観
写真 c1-5　セメント運搬の様子
写真 c1-3　取り扱う材料
写真 c1-6　鉄筋の運搬の様子
写真 c1-2　路上に材料を保管している様子
写真 c1-4　契約書
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躯体材料業者 c2
・組織体制
　業務内容は材料の販売と運搬に加え、解体工事土工事を行う。運搬、土工、解体を行うス
タッフが50名いる。年間売り上げは100億ドン程度である。内訳は材料90％、解体+土工10％
である。他の材料屋も解体や土杭を行うところもあるが多くはない。施工チームへのスタッフ
の貸し借りなども行わない。スタッフ50名は運搬など材料屋の仕事のみに従事する。躯体の施
工などは行わない。保険加入は事務スタッフはしている場合もある。
・材料
　取り扱っている材料と価格を表3-4-1に示す。材料の種類は、鉄筋・石・レンガ・砂・セメン
ト。型枠リースは行っていない。近くで知人が型枠のリースを行っている(写真c2-1)。レンガ
の価格は穴なしだと1500ドン/個、穴ありだと1300ドン/個。種類はたくさん扱っているわけ
ではなく、施主から受注した際に合ったものを工場に買いに行く。材料は基本的に工場から店
舗に運搬するが、遠くの工場に注文をする際には、工場が設置した材料置き場を介して材料の
調達を行う。工場によって種類は多様である。レンガは工場から直接買う。仲介はしない。セ
メントの価格は一般的には1500/kg程度。鉄筋の価格は11400ドン（⇒1400かも）/kg。取引
相手からは最初に建物一棟あたりに使う材料の量を指定され、材料屋はそれを用意し、何回か
に分けて施工現場に運搬する。材料の値段の変動が激しいため、料金はその受け渡しをすると
きのレートで取引を行う。値段の変更があった場合の対応などは契約時に決めておく。材料の
価格は業者と一般人で違いはない。
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・取引
　取引相手は知人や仕事仲間からの紹介が多い。近年はインターネットを介しての取引も行わ
れている。材料の種類と量は客が指定した量を準備する。建物の規模で業者側が判断すること
はない。住宅以外にもビル建築にも材料を供給する。躯体チームの職人を相手にすることも多
い。Lon氏は材工一式での生産が近年、増加していることを指摘した。住宅1棟あたり大体4.1
～4.2ビリオンドン程度（人件費込み）。施主からの支払いは法人化している会社との取引の場
合はの銀行振り込みで行われている。一般人の場合は現金のみの取引となっている。
・運搬
　材料の運搬は施工現場まで行われる。注文を受けたら翌日には搬入できる。材料の価格はど
の業者も変わらないが、運搬費で差が出る。平坦な道を職人が荷車で一回運ぶと1万ドン程度
である(写真c2-2)。証券範囲は特に決められておらず、その都度判断する。ハノイ市内には時
間帯によっては通行止めとなっている道もある。大型車をしようする場合は別途費用がかか
る。
写真 c2-2　運搬に使う荷車写真 c2-1　木製型枠の保管の様子
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躯体材料業者 c3
・組織体制
　業務内容は材料の販売と運搬。解体、土工を行うことができるスタッフがいないためしな
い。
この躯体材料業者はハノイ市の中心部から1,2時間ほど離れたところに位置する郊外である。
・材料
　取り扱っている材料と価格を表3-4-1に示す。扱っているのはセメント、鉄筋、レンガ、砂、
石。セメント、レンガにも多くの種類がある。
レンガの価格は穴なしレンガで1400ドン/個、穴ありレンガで200ドン/個である。セメントの
価格は1400ドン/kg、鉄筋の価格は11500ドン/kgである。
材料は倉庫(写真c3-1~4)で保管している。砂用の倉庫とセメント、鉄筋の倉庫の3つがある。砂
用の倉庫は近くの村にある。保管場所に余裕があるためセメントや鉄筋はほとんど在庫から
持って行く。
・取り扱い
　この付近では知名度が高い材料屋であるため、仕事は継続的にはいってくる。取引先は戸建
住宅を建てる施主が多く、業者との取引はほとんどない。他にも学校の建設にも関わったこと
がある。施工チームの人が買いに来ることは少ない
・運搬
　運搬は３トントラックを使う。運搬はトゥンさんを含むスタッフ全員がする。運搬費は距離
と材料によって決まる。15分程度の距離を3tトラックで行った場合10万ドン/回。
レンガは工場から直接現場に運搬される。セメントは一度倉庫に運搬し注文が入るたびに、倉
庫から現場に運搬する。セメントも15トン以上の注文があった場合は工場から直接現場に運搬
される。セメントや鉄筋はほとんど在庫から持って行く。
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写真 c3-1　セメントを保管する倉庫 写真 c3-2　運送に使うトラック
写真 c3-3　鉄筋用の倉庫 写真 c3-4　在庫の鉄筋
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躯体材料業者 c4
・組織体制 
　業務内容は材料の販売に加え、建設現場までの運搬を行なう。解体や土工事も行う。公共建
築に材料供給を行うために、2011年に法人化した。法人登録の内容はコンクリートブロック生
産、運搬、建設に加え、旅行代理など実態のないものまで登録している。公共建築の外壁には
非焼成ブロックの使用が義務付けられている。C4では店舗の隣の小規模な工場でコンクリート
ブロックの製造を始めた(写真c4-1～5)。スタッフは社員5人＋作業員20人である。運搬は作業
員２０人によって行われる。年間売上は年によって変動が激しい。平均1000~2000億ドン程度
である。
・材料
　取り扱っている材料と価格を表3-5-1に示す。砂、レンガ、石、コンクリートブロック、セメ
ントを取り扱う。公共建築に供給を始めてからは、Cbの製造に力を入れ始めたため、鉄筋や型
枠の扱いはしていない。レンガはグレードが２種類用意されている。それに加えて穴の有と穴
なしの合わせて計4種類を扱っている。価格はAランク1300ドン/個、Bランク1000ドン/個(写
真c4-7～8)。レンガは工場から直接仕入れる。コンクリートブロックの価格はレンガと同じサ
イズのもので、1200ドン/個である(写真c4-9～10)。レンガとコンクリートブロックのの価格
を比較すると比較すると、レンガはコンクリートブロックに比べ10~20%高い。
・取引
　対象とする建築は住宅と公共建築に加え土木工事にも材料供給を行っている。商圏範囲は10
キロ程度。それ以上遠くなると運搬費がかさみ他店の方がコスト安ためである。代金の支払い
タイミングは契約毎に異なる。
・運搬
 運搬費は材料費にに含まれている。材料の運搬は自社所有のトラック(写真c4-12)にて行われ
る。レンガ、砂は工場から船を使い運搬し仕入れる。川沿いに保管場所の倉庫を持っている。
普段はそこに保管しておき、必要な分だけ店舗そばにて保管する。運搬は運搬業者に依頼す
る。砂は3.5km、石は10km程度離れたところに位置するメーカーから仕入れる。
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写真 c4-1　CB 製造機 写真 c4-2　型枠
写真 c4-3 保管の様子 写真 c4-4　セメントミキサー
写真 c4-5　CB の製造機 写真 c4-6 セメントの保管所
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写真 c4-11  店舗外観 写真 c4-12　運搬に使うトラック
写真 c4-7　B級レンガ ( 穴なし ) 写真 c4-8　A級レンガ（穴あり）
写真 c4-9　コンクリートブロック（小） 写真 c4-10　コンクリートブロック（大）
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　前述した通り、ペンシルハウスの専門工事は材料供給業者が材工一式で行うことが一般的で
ある。材料は施主支給が一般的である。躯体材料の調達は街中に点在する法人化されていない
材料供給業者を介して行われる。住宅の専門工事を行う材料業者7者に対しヒアリング調査を
行いその実態を明らかにした。表3-5-1にヒアリングを行った材料供給業者の概要を示す。　
　
３－４－2　材料供給業者に対する調査結果
特記 輸入国 施工
サッシ
中国
日本
シンガ
ポール
タイル
衛生陶器
中国
韓国
　日本
マレーシア
水回り設備 中国日本
断熱材 韓国
中国
石膏ボード タイ
塗料 オランダ日本
空調機 日本
韓国
90 年代頃までは木製サッシが主流だったが、近年アルミサッシが増えてき
ている。費用は住宅で 2億ドン（材料費+工事費）。サッシ・レール・鍵・
ビスは個別に販売されている。制作の工期は 10 日程度。 Low-E ガラスや
ペアガラスも取り扱っている。
50 種類くらいのタイルがあり、輸入製品を多く扱う。グレードは３段階
に分けられている。寸法の規格は 40,45,60,80mm四方、刻みで決められ
ている。値段の相場は 10 万ドン～100 万ドン /m2。速乾性が高く、表面
が粗いタイルの売れ行きがよい。
住宅以外の建築物にも材料の供給をする（住宅：建築＝8:2）。ベトナム製
品と中国製品の人気がある。温水の配管の需要が増えている。
マット状のグラスウールとボード状のポリスチレンフォーム→マットを
扱っている。工場の屋根に使われることが多く、住宅への供給はされて
いない。グラスウールを扱える職人は少ない。
天井工事（材料費+工事費 +塗装）は 20 万～22 万ドン程度。石膏ボー
ドは 9mmと 12mmを扱う。 防水用、高反射石膏ボード ( 放射線、熱を
遮断する ) も扱っている。 商品のグレードはメーカーによって異なる。
国のが定める規格は存在する。
オランダのメーカDulux の代理店。仕事の 6割は材料の販売のみ、４割
は材料+施工。工事単価は 6万 5000 ドン /m２程度。
近年、環境性能を重視する人が増えてきている。運搬費、工事費が含ま
れている。保証は 2年。インターネットを介して商品の購入が可能。
表 3-4-2　材料供給業者の概要
a. サッシ供給業者
・組織体制 
　業務内容はサッシの販売と取付工事である。アルミサッシを扱い始めたのは7,8年前で、それ
以前はシャッターやドアを取り扱っていた。工場でサッシを制作する作業員が15人いる(写真
a-1,a-2)。サッシの取付工事は、外注し専門の職人が施工する。施工を行うチームは10チーム
いる。サッシの組合はない。ベトナムでは協会や組合のような組織は少ない。年間の売り上げ
は300億ドン
・材料
　アルミのサッシを取り扱っている。90年代頃までは木製サッシが主流だったが、近年アルミ
サッシが増えてきている。輸入商品も多く取り扱っている。シンファ（中国）TOSTEM（日
本）ペイ•エム（シンガポール）などが扱われていた。規格の統一がされていないため、サッ
シ・レール・鍵・ビスなど部品ごとに取り寄せてオーダーメイドでサッシを作成する(写真
a-3)。
　ガラスは有名なガラス会社であるハイロンガラスに注文をしている。Low-Eガラスやペアガ
ラスも取り扱っている(写真a-4)。Low-Eは普通ガラスの３倍程度の価格である。
・取引
　対象とする建築は住宅：ビル＝１：である。住宅への供給の場合は取引相手は一般人である
ことが多い。躯体チームの職人がサッシの施工をやることはない。木製サッシであればするこ
ともある。材料や施工の欠陥に対しては６ヶ月～１年の保証が付く。材料の運送費用は一律で
決まっているおり、ハノイ近郊の省までを商圏範囲としている。
・施工
サッシは材工一式での供給が一般的である。費用は住宅で2億ドン程度である（材料費+工事
費）。サッシの作成は注文を受けてから10日(住宅)～１ヶ月(ビル)。工事の工期は4,5階建ての
住宅規模で2週間程度である。
　仕事の流れは以下の通りである。
⑴客と相談し、商品を決める→⑵現場で採寸をする→⑶工事、材料の費用が決まる→⑷メー
カーに材料を注文する→⑸建物に合ったサイズのサッシを工場で制作→⑹現場に運搬し取付工
サッシの取付けは躯体に直接ビス打ちで、コーキング行われる。
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写真 a-5　レールを切断する機械
写真 a-1　工場の外観 写真 a-2　工場の内観
写真 a-3　サッシの部品 写真 a-4　扱うガラス
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b. タイル・衛生陶器供給業者
・組織体制 
　業務内容は材料の販売であり、施工はほとんど行わない。施工は躯体チームの職人が行う。
ヒアリングを行った店舗の周りには、タイル・衛生陶器を扱う店舗や代理店が多く立地してい
た ( 写真 b-2)。
・取引
　対象とする建築は多様で、住宅やビル、ホテルを扱う。取引相手は一般人であるが、材料の
量の指定は躯体チームの職人が行うことが多い。在庫は少なく、注文の度にメーカーや倉庫に
連絡する。
・材料
　50種類程度のタイルを扱う。輸入品（中国、韓国、マレーシア、日本）を多く扱っている ( 写
真 b-3)。タイルのグレードは３段階程度に分けられており、値段の相場は 10万ドン～100 万
ドン /m2。30万ドン /m2程度の値段のタイルが多くみられた。タイルの寸法は
40,45,60,80cm四方、刻みで規格化されている。ヒアリングを行った店舗の従業員は近年、ベ
トナム産のタイルの品質が工場していると述べていた。タイルの保証はないがトイレなどの衛
生陶器にはメーカー保証がついている。トイレの値段：890 万ドン（INAX）
写真 b-1　店舗の外観（中央の建物） 写真 b-2　陶器を扱う店舗が密集している
写真 a-3　輸入品のタイル 写真 a-4　木目調の陶器タイル
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c. 水道設備供給業者
・組織体制
　水配管、蛇口などの水廻り設備の販売と施工を行う。施工は専門の職人が行う。電気、水道
工事の資格は持っていない。職人は 20人程度いる。く 90年代からこの仕事をしている。近く
には住宅設備を扱う業者の店舗が 10軒程度ある。年間の売り上げは工事費込みで 30億ドン程
度である。
・取引
対象とする建築は、住宅とビルである。売り上げの比率は住宅：ビル =8:2 である。一般人と設
備施工を行う職人の双方と取引を行う。施主は店との値段交渉によって取引する店舗を決定す
る。商品はメーカーに注文をする。倉庫は別のところにある。材料・設備工事費は平均５ミリ
オンドン /一部屋→設置する設備の種類によって変わる。水漏れなどの欠陥対しては１年間の
保証が付き無償で修理を行う。
・材料
　ベトナムの有名なメーカー TIEN PHONGの商品や、輸入品を多く取り扱っている。人気があ
るのは中国製品である。近年は温水の配管の需要が増加傾向にある。
写真 c-1　接客中の様子（店主は左） 写真 c-2　店舗の外観
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d. 断熱材供給業者
・組織体制 
業務内容は材料の販売のみで施工は行わない。住宅への断熱材の供給はしていない。断熱材は
工場の屋根に敷いたり、配管に巻きつけるて使うことが多く、外壁にはほとんど使わない。
断熱材を扱う業者は少ない
・材料
　取り扱っている断熱材はグラスウール、ポリスチレンフォームの２種類マット状 ( 写真 d-2)、
ロール状 ( 写真 d-3)、ボード状 ( 写真 d-4) の３タイプがある。価格はボード状→㎡あたり、ロー
ル状→一巻きあたりで計算される。
 ヒアリングを行った業者の従業員は断熱材性能に関する情報を把握していなく、断熱材に対す
る知識が不十分であることが明らかになった。また技術を持たない職人がグラスウールを扱う
と健康に悪影響を及ぼす可能性があるため、使用されることは少ない。ベトナム産の断熱材は
少なく、韓国、中国製を扱っていた。
断熱材は屋根に敷いたり、配管に巻きつけることが多い→外壁にはほとんど使わない
写真 d-1　店舗の外観 写真 d-2　マット状のグラスウール
写真 d-3　ロール状の断熱 写真 d-4　ボード状のポリスチレンフォーム
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e. 石膏ボード供給業者
・組織体制 
この業者は石膏ボードメーカーの代理店である。業務内容は石膏ボードの販売と取付工事であ
る。材工一式での供給が一般的である。施工を行うチームは５～７チーム。取引相手は施主、職人。
石膏ボード専門の職人がいる。住宅もオフィスも取り扱う。店内に在庫は少なく客から注文を
受けた後に代理店に連絡をする。
・材料
取り扱う材料は、塗料、石膏ボード、軽鉄骨組みである ( 写真 e-1.2)。住宅の天井には９mmボー
ドを使う。12mmの石膏ボードも取り扱っている。ボードの値段は 10万 6000 ドン /枚
（1200×2400）下地には軽鉄を使い、ボードを吊っている。防水用の石膏ボード、高反射石膏
ボード ( 写真 e-3) もある。商品のグレードはメーカーによって異なる。石膏ボードは規格が存
在し、VINH TUONG( ベトナムの石膏ボードメーカー ) では規格に従って品質試験を行っている。
取り扱っていた塗料製品：nasun（写真 e-4）、ecoin（エコとは関係ない）施工不備の場合は 1
年間の保証が付く、材料の欠陥に対しては10年の保証が付く。輸入商品も多く取り扱っている。
タイ製品が多い。工事単価：20万～22万ドン（材料費 +工事費 +塗装）
写真 e-1　店舗の外観 写真 e-2　石膏ボードと下地材
写真 e-3　住宅用塗料 写真 e-4　高反射石膏ボード
第３章　ハノイにおける庶民住宅生産の実態
・組織体制 
　オランダの塗料メーカーDulux の代理店。2,3 年前から始める。この通りには昔から塗装屋
が多くある。店舗に常駐する従業員は 2名。年商は 100~300 億ドン。業務内容は塗料の販売
と塗装工事である。５人～７人の職人チームが工事を行う。売り上げの6割は材料の販売のみ、
４割は材料 +施工である。取り扱う建築は住宅とビルである。支払いは基本的に現金、多額の
支払いはクレジットカードが使われる。
　工事単価は6万5000ドン /m２(塗料の種類によって異なる )　。塗装は３回塗り（下地１回、
塗装２回塗り）はである。職人に対する給料は店がチームに対してまとめて賃金を支払い。そ
のあとチーム内で各職人に分配される。
・材料
取り扱っている塗料の種類配下の通りである
・KOVA( ベトナム産 )17L・MAXLITE→安価な為、人気 (6 万ドン /m２) ・NIPON paint( 日本産 )
・Dulux 5in1 easyclean→埃がつきにくい、17L で 130 万ドン　( オランダ産 )　
・Sikaproof Membrance→防水塗料 ( 屋上、トイレ、バルコニーで使われる )
・Weather Shield→高反射塗料、住宅で使われる。( オランダ産 )
外壁用の塗料は内壁用に比べ少し高価。
f. 塗料供給業者
写真 f-1　店舗の外観 写真 e-2　塗料（左：Dulux 5in1 easyclean）
  　　　　　　　( 右：MAXLITE）
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３－５　ペンシルハウス生産を取り巻く課題の整理
　　ペンシルハウス生産を取り巻く問題点と取り組まれていることを「構法」「生産面」「材料
供給」「住宅の品質・性能」の 4つの視点から、表 3-5 に整理した。
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表 3-5　ペンシルハウス生産を取り巻く課題の整理
　構法面：では、コンクリート調合時の管理不足や躯体強度の低さなどの課題があげられる。
鉄製型枠の普及や、施工会社の増加に伴いエンジニアの介入が増加すると見込まれることか
ら、今後は躯体品質向上が見込める。しかし、帳壁に使用されるレンガの組積は労働集約的な
工事であり、施工性の面でレンガは非近代的な材料であると言える。近年の職人不足や工期短
縮を考慮すると、施工の効率化と簡易的な構法の確立が必要である。また原料となる良質な粘
土の枯渇や製造の際の焼成時に発生する硫黄酸化物（SOx）や焼成灰による大気汚染、石炭利
用によるCO2排出等が問題視されつつある。行政は非焼成ブロックの推奨をしており、焼成レ
ンガに代わる新材料開発を行う建材メーカーに対し補助金を出している。ALCブロックやコン
クリートブロック(以下、CB)は施工性や環境負荷、性能においてレンガに比べ優位であり、代
替建材として普及の可能性があると考えられる。
　住宅の性能・品質：では躯体強度、室内の温熱環境、住宅内でのエネルギー消費に対する改
善が必要である。
　生産：専門知識を持たない施主による工事監理、コスト管理、工程管理などの施工管理技術
が未成熟な点が課題としてあげられる。加えて、分離発注方式による施主への負担と品質への
影響などを考慮すると、発注方式の見直しも必要である。ペンシルハウスの施工を行う施工会
社は少数だが、躯体チームに比べ職種の細分化やコスト管理、職人の技術教育により住宅の品
質の管理ができることから、中所得者層の住宅への投資が増えるに伴い、施工会社の優位性が
増していくと予想できる。
　材料供給：輸入品が大量に流通している。しかし国内規格との整合が取れていない。材料の
保管方法は杜撰で、建築材料が野外に野ざらしになっている光景をベトナムではよく目にす
る。材料規格が統一されていない点や材料の保管方法に対する改善が必要である。
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4-1　躯体チームの発展可能性
　4-1-1　躯体チームの分類
　4-1-2　各パターンの今後の課題と可能性
　　
4-2　非焼成ブロック普及の可能性
　4-2-1　非焼成ブロック普及の現状
　4-2-2 住宅への阻害要因
第４章　　ペンシルハウス生産における課題と今後の展開
４－１　躯体チームの発展可能性
　今後、住人の住宅生産に対する要求が高まり、施工会社の優位性が高まると想定した場合、
既存のペンシルハウスの生産システムに変化が見られ躯体チームのあり方にも変化が生まれる
と予想できる。そこで、躯体チームの組織形態をリーダーの業務内容と契約方法の二つの視点
から分類を行った。
　躯体チームの分類結果を表 4-1-1 に示す。リーダーが施主と直接契約を交わし、施工現場で
工事作業と施工管理の両方を行う躯体チームを A型：タカ作業型とする。またリーダーが施主
と直接契約を交わし、C型の躯体チームをまとめ上げて複数現場の施工管理のみを行うものを
B型 : 施工管理専門化型とする。リーダーが施工会社や B型のような大規模な躯体チームから
の下請けとして工事や施工管理を行う躯体チームを C型 : 下請け型とする。
４－１－１　躯体チームの分類結果
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施主のほとんどが親戚や知人。血縁地縁関係
を重視した地域密着型の組織形態
元請けの組織から道具の貸し出しや技術指導
などの助成がある。
A型の規模が拡大し、複数現場を同時に進行
することが可能な形態。
契約方式 リーダーの業務 特徴
A型 直接契約 工事＋施工管理
B型 直接契約 施工管理
C型 下請け 工事＋施工管理
　施主のほとんどが知人や親戚であり、血縁地縁関係が強い地域では継続的な仕事が見込める
が、組織間での競争力が生まれないため、技術面での発達性は乏しい。資金力、技術力におい
て劣るA型の躯体チームは、今後求められる水準を満たすことが困難になると予想される。今
後は施工会社またはB型の躯体チームの下請け工事を行っていく業務形態へ移行していくと考
えられる。
４－１－２　各パターンの今後の課題と可能性
a. タカ作業型
　　
図 4-1-2-1　A型の躯体チーム
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施主 A型
タカ契約
躯体チーム
しかし、組織の規模は小さく技術・資金力は低い
　B型はA型のチームの規模の拡大に伴い、タカの業務内容が現場での工事作業から、複数現
場の施工管理へと移行していった型である。B型の成立条件は、複数の現場を管理する能力
と、技術力、資金力、人脈の広さが重要とされている。近年では、大学での工学教育を受けた
経営者、社員も増え始め施工管理体制が改善されつつある。前述した通り、各工事主体との契
約、工事監理は専門知識を持っていない施主が行っており、各工事の連携をとることは困難で
ある。躯体チームのタカまたはニャータウが元請けとなり、各工事主体との契約を行い、工事
全体を監理することが可能となれば工期や品質のコントロールがしやすくなると考えられる。
しかし、悪質な材料の使用や建物品質、工事費の不透明化などに対する施主の不信感から一式
での請負はあまり行われていない。躯体チームの躯体工事の保証内容は曖昧で、品質の保証が
されていないことから、施主との信頼関係の構築に向けて、住宅性能保証制度などの整備が必
要となると考えられる。
b. 施工管理専門化型
　　
図 4-1-2-2　B 型の躯体チーム
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工学教育を受けた経営者も増え始め施工管理体制が改善されつつある。
契約
契約
契約
施主
施主
施主
B型
躯体チーム
C型
タカ
躯体チーム
C型
タカ
躯体チーム
C型
タカ
リーダー
エ
施工管理
道具の貸与
技術指導
：エンジニアエ
　チームの資金不足や職人の知識不足を、施工会社から道具の貸与、施工技術指導、施工管理
などの支援で補えるため、住宅の品質管理面ではA型とB型に比べ優位性が高いといえる。C型
の躯体チームは資金と施主とのコネクションを得たのちに独立し、A型に移行する傾向があ
る。施工会社は育成した職人の流出を防ぐために、職人の賃金・福利厚生面の充実を図ってい
く必要がある。
c. 下請け型
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図 4-1-2-3　C型の躯体チーム
工学教育を受けた経営者も増え始め施工管理体制が改善されつつある。
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４－２　非焼成ブロック普及の可能性
　帳壁に使用されるレンガの組積は労働集約的な工事であり、施工性の面でレンガは非近代的
な材料であると言える。近年の職人不足や工期短縮を考慮すると、施工の効率化と簡易的な構
法の確立が必要である。また原料となる良質な粘土の枯渇や製造の際の焼成時に発生する硫黄
酸化物（SOx）や焼成灰による大気汚染、石炭利用によるCO2排出等が問題視されつつある。
　
　ALCブロックやコンクリートブロック(以下、CB)は施工性や環境負荷、性能においてレンガ
に比べ優位であり、代替建材として普及の可能性があると考えられる。また前述した通り、CB
はレンガに比べ面積あたりの材料コストが低い。建設時にコストの削減を最重要視するといっ
た結果を考慮するとコスト面での優位性も高いと言える。加えてCBにはベトナム建設省が規定
した規格が存在しておりレンガに比べて工業化された建材であると言える。
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４－２－１　非焼成ブロック普及の現状
４－２－２　非焼成ブロック普及の阻害要因
　 ベトナム建設省は非焼成ブロックの使用を推進しており、公共建築の外壁での非焼成ブロッ
クの使用が義務化がされている。そのため、ビル型建築でのコンクリートブロック（以下、CB
）の普及は進んでいるが、住宅での使用は見られなかった。近年では多くの輸入材が流入して
おり、ALCブロックなどの性能が付加された輸入製品も多数ある。また行政は非焼成ブロック
推進プロジェクト（1469/ QD-TTG）を発足し、非焼成ブロックの開発を行う中小企業への融
資を行っている。補助金を受けているKHANG MINH社では、高耐水性CBの開発が行われてお
り、今後も付加価値を持ったCBの開発が期待できる。しかし、非焼成ブロックのほとんどは工
場の代理店のみでの販売となっており、国の材料試験を受け、認定を受けた一部の材料供給業
者を除いては、取り扱われていることはほとんどない。
　住宅でのCB普及阻害要因は2点ある。第1に、CBは防水性が低いため適切な工事を行わなけ
れば漏水、モルタルの剥離が生じる恐れがある。第2にレンガに比べCBは寸法が大きく、職人
が扱いに慣れていないことや設計者等の施工方法の知識不足などから適切な工事を行うことが
困難であると考えられる。普及に向けて、職人、設計者等に向けたCB施工のガイド作成などの
取り組みが必要となってくる。
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第５章　　　まとめ
５－１　まとめ
第5章　まとめ
　本研究で現地調査を通して得られた知見は以下の通りである。
⑴居住実態については、温熱環境、結露、漏水、躯体強度の問題が明らかとなった。住民に
よる改善が見られたが効果が不明なものが多い。
⑵ペンシルハウスの生産は施主が各工事の契約と材料の支給を行う分離発注方式で行われ
る。施主への負担と品質への影響などを考慮すると、発注方式の見直しが必要である。
⑶構法面では、コンクリートの調合や型枠の精度が低いこと、工学的な検討がされずに部材
の寸法が決められていることなど、施工技術や施工管理において未熟な点が明らかとなっ
た。しかし、近年の鋼製型枠の普及や、施工会社の増加に伴いエンジニアの介入が増加する
と見込まれることから、今後は躯体品質の向上が見込める。
⑷小規模な躯体チームは、施主に求められる品質水準の向上に伴い施工会社または大規模な
チームの下請け化が進むと考えられる。大規模なチームが一式請負を行うには、施主との信
頼関係を構築する必要があり、住宅性能保証制度の整備が必要になると考えられる。施工会
社は下請けチームの流出を防ぐために、職人に対する待遇を充実させるが必要がある。
⑸CB普及の阻害要因は以下の2点である。ⅰ)CBは防水性が低いため、漏水やモルタルの剥
離が生じやすい。ⅱ)職人がCBの扱いに慣れていない。今後は普及に向けて、職人に向けた
CB施工のガイド作成などの取り組みが必要となってくる。
　
